
論題

著者

掲載誌

ISSN

刊行年月

判型

0910-9730

A4 (210mm × 297mm)

吉永亜紀子・千葉　毅

神奈川県立歴史博物館所蔵の縄文時代前期貝塚出土動物遺体
―横浜市上台遺跡住居址内貝塚ブロックサンプルの分析―

2016 年（平成 28 年）12 月

神奈川県立博物館研究報告―人文科学―　第 43 号



− 81 −

【
キ
ー
ワ
ー
ド
】

　

上
台
遺
跡　

住
居
址
内
貝
塚　

動
物
遺
体　

貝
製
品　

縄
文
時
代
前
期

【
要
旨
】

　

神
奈
川
県
立
歴
史
博
物
館
が
所
蔵
す
る
横
浜
市
上
台
遺
跡
住
居
址
内
貝
塚
の

ブ
ロ
ッ
ク
サ
ン
プ
ル
の
分
析
報
告
を
行
な
っ
た
。
こ
の
サ
ン
プ
ル
は
一
九
七
六

年
に
神
奈
川
県
立
博
物
館
が
発
掘
調
査
し
た
際
に
採
集
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

出
土
動
物
遺
体
の
定
量
的
内
容
を
明
ら
か
と
し
、
当
該
地
域
の
出
土
動
物
遺

体
デ
ー
タ
の
追
加
を
図
る
と
と
も
に
、
本
遺
跡
の
生
業
活
動
に
お
け
る
貝
類
資

源
利
用
の
あ
り
方
を
検
討
し
た
。

　

出
土
貝
類
種
は
計
十
三
種
、
古
鶴
見
湾
湾
口
部
と
い
う
立
地
を
反
映
し
た
組

成
で
あ
っ
た
。
ハ
マ
グ
リ
が
八
四
％
を
占
め
、
採
貝
活
動
領
域
は
本
遺
跡
周
辺

に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
主
体
的
に
採
集
さ
れ
た
ハ
マ
グ
リ
は
食
料
だ
け
で

な
く
貝
製
品
の
材
料
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
貝

刃
に
お
い
て
打
ち
欠
き
を
特
徴
と
す
る
資
料
群
、
磨
耗
貝
器
が
ま
と
ま
っ
て
出

土
し
た
点
は
ほ
と
ん
ど
類
例
が
な
く
注
目
に
値
す
る
。

は
じ
め
に

　

神
奈
川
県
立
歴
史
博
物
館
の
前
身
で
あ
る
神
奈
川
県
立
博
物
館
（
以
下
、
両
者
と

も
に
当
館
と
す
る
）
で
は
、
一
九
六
七
年
の
開
館
か
ら
二
〇
年
間
ほ
ど
、
地
域
研
究

の
一
環
と
し
て
県
内
各
地
で
の
発
掘
調
査
を
実
施
し
て
き
た
。
こ
れ
ま
で
に
行
な
わ

れ
た
発
掘
調
査
は
八
遺
跡
で
十
九
回
に
わ
た
り
、
調
査
結
果
は
『
神
奈
川
県
立
博
物

館
発
掘
調
査
報
告
』（
第
一
号
〜
第
十
九
号
）
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
調
査
は
、
大
規
模
な
発
掘
調
査
が
そ
れ
ほ
ど
多
く
な
か
っ
た
時
期
に
行

な
わ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
そ
の
成
果
は
当
時
の
学
界
に
少
な
か
ら
ず
影
響
を
与
え
て

き
た
。
た
だ
、
報
告
さ
れ
た
資
料
は
調
査
で
得
ら
れ
た
全
資
料
の
う
ち
、
ご
く
一
部

に
留
ま
っ
て
い
る
も
の
も
多
く
、
さ
ら
に
未
報
告
資
料
の
中
に
は
今
日
的
な
視
点
で

重
要
な
情
報
を
含
ん
で
い
る
も
の
も
少
な
く
な
い
。
現
在
、
当
館
で
は
こ
の
よ
う
な

状
況
に
鑑
み
、
こ
れ
ま
で
に
当
館
が
実
施
し
た
発
掘
調
査
資
料
の
再
整
理
を
行
な
っ

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

本
稿
で
は
、
一
九
七
六
年
に
実
施
さ
れ
た
横
浜
市
上か

み
だ
い台
遺
跡
の
発
掘
調
査
の
際
に

採
取
さ
れ
た
貝
層
ブ
ロ
ッ
ク
サ
ン
プ
ル
の
分
析
を
行
な
っ
た
の
で
以
下
に
報
告
す

る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 （
千
葉
）

一　

横
浜
市
上
台
遺
跡
お
よ
び
分
析
対
象
資
料
に
つ
い
て

（
1
）
上
台
遺
跡
お
よ
び
神
奈
川
県
立
博
物
館
に
よ
る
発
掘
調
査
の
概
要

　

上
台
遺
跡
は
、
横
浜
市
鶴
見
区
上
末
吉
に
所
在
す
る
縄
文
時
代
早
期
・
前
期
、
弥

生
時
代
後
期
〜
古
墳
時
代
前
期
を
主
体
と
す
る
遺
跡
で
あ
る
。
下
末
吉
台
地
先
端
の

標
高
四
十
二
m
程
度
の
台
地
上
に
位
置
し
、
鶴
見
川
か
ら
は
現
状
で
四
〇
〇
〜
五
〇

〇
m
程
の
距
離
に
あ
る
（
第
1
図
）。

　

遺
跡
は
台
地
上
に
広
く
展
開
す
る
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
に
当
館
が
実

吉　

永　

亜
紀
子

（
日
本
動
物
考
古
学
会
）

千　

葉　
　
　

毅

【 

資
料
紹
介 

】

神
奈
川
県
立
歴
史
博
物
館
所
蔵
の

　
　
　
　

縄
文
時
代
前
期
貝
塚
出
土
動
物
遺
体

︱ 
横
浜
市
上
台
遺
跡
住
居
址
内
貝
塚
ブ
ロ
ッ
ク
サ
ン
プ
ル
の
分
析 

︱
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第 1図　上台遺跡の位置および調査区配置図
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施
し
た
発
掘
調
査
を
は
じ
め
と
し
て
い
く
ら
か
の
調
査
が
実
施
さ
れ
て
い
る
（
神
奈

川
県
立
博
物
館
編
一
九
七
七
・
一
九
七
九
、
上
台
遺
跡
調
査
団
編
一
九
九
九
、
玉
川

文
化
財
研
究
所
編
二
〇
〇
七
）。
当
館
の
実
施
し
た
調
査
は
三
次
に
わ
た
っ
て
お
り

（
第
一
次
が
一
九
七
六
年
、
第
二
次
が
一
九
七
七
年
、
第
三
次
が
一
九
七
八
年
）、
調

査
目
的
は
、第
一
次
が
縄
文
時
代
前
期
黒
浜
式
期
の
貝
層
を
伴
う
住
居
址
の
調
査
、第

二
・
三
次
は
そ
れ
に
加
え
、
第
一
次
調
査
の
際
に
出
土
し
た
夏
島
式
土
器
に
関
す
る

知
見
を
得
る
た
め
の
も
の
で
あ
っ
た
。
設
定
さ
れ
た
調
査
区
は
第
一
次
調
査
の
も
の

が
1
区
、
第
二
・
三
次
調
査
で
設
定
さ
れ
た
区
画
が
2
区
と
さ
れ
た
。

　

本
稿
で
は
、
当
館
が
実
施
し
た
第
一
次
調
査
の
際
に
採
取
さ
れ
た
貝
層
ブ
ロ
ッ
ク

サ
ン
プ
ル
を
対
象
と
し
分
析
を
行
な
う
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 （
千
葉
）

（
2
）
住
居
址
に
つ
い
て

　

一
九
七
六
年
の
調
査
で
は
、
縄
文
時
代
前
期
黒
浜
式
期
の
竪
穴
住
居
址
が
一
基
検

出
さ
れ
た
（
一
号
住
居
址
、
第
2
図
）。
住
居
址
は
三
・
九
m
×
四
・
一
m
の
不
整
方

形
を
呈
す
る
小
型
の
竪
穴
住
居
址
で
あ
る
。
炉
址
は
住
居
中
央
の
や
や
北
東
に
あ
り
、

灰
と
焼
土
の
厚
さ
は
中
央
で
一
〇
㎝
で
あ
る
。
P2
お
よ
び
P3
付
近
に
も
部
分
的
に
焼

土
が
認
め
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
は
灰
ま
じ
り
の
焼
土
が
二
次
的
に
散
乱
し
た
も

の
ら
し
い
。
覆
土
は
下
か
ら
暗
褐
色
粘
質
土
層
、
混
土
貝
層
、
黒
色
土
層
に
区
分
さ

れ
て
お
り
、
混
貝
土
層
は
平
面
的
に
大
き
く
三
つ
の
範
囲
に
分
か
れ
る
。
三
つ
の
範

囲
と
も
住
居
址
の
西
側
に
偏
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、「
貝
殻
の
投
棄
が
西
側
か
ら
行
わ

れ
た
こ
と
を
示
す
」（
神
奈
川
県
立
博
物
館
編
一
九
七
九
）
と
さ
れ
た
。
遺
物
は
混
土

貝
層
お
よ
び
黒
色
土
層
か
ら
多
く
出
土
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 （
千
葉
）

（
3
）
貝
層
ブ
ロ
ッ
ク
サ
ン
プ
ル
に
つ
い
て

　

本
稿
で
は
前
述
の
住
居
址
か
ら
採
取
さ
れ
た
貝
層
ブ
ロ
ッ
ク
サ
ン
プ
ル
を
分
析
対

第 2図　上台遺跡 1号住居址と住居址内貝層
（神奈川県立博物館編 1979 を改変）
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第 3図　上台遺跡 1号住居址出土土器
（神奈川県立博物館編 1979 を改変、番号は引用元のものを示した）

象
と
す
る
。
た
だ
、
こ
の
サ
ン
プ
ル
の
採
取
位
置
は
調
査
時
の

記
録
に
残
さ
れ
て
お
ら
ず
不
明
で
あ
る
。

　

出
土
し
た
土
器
は
、
下
層
の
暗
褐
色
粘
質
土
層
か
ら
上
層
の

黒
色
土
層
ま
で
、
黒
浜
2
式
土
器
を
主
体
と
し
、
他
型
式
は
混

在
し
な
い
（
第
3
図
）。
こ
の
こ
と
か
ら
、
覆
土
お
よ
び
貝
層
の

形
成
さ
れ
た
時
期
に
つ
い
て
も
、
黒
浜
式
期
の
短
期
間
に
形
成

さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

な
お
、
黒
浜
式
期
の
暦
年
較
正
年
代
は
六
四
〇
〇
〜

五
九
〇
〇cal BP 

と
考
え
ら
れ
て
お
り
（
工
藤
二
〇
一
二
）、温

暖
な
気
候
（PG

 W
arm-2 

の
末
期
）
に
伴
う
い
わ
ゆ
る
縄
文
海

進
の
最
盛
期
に
あ
た
る
。
復
元
さ
れ
た
六
〇
〇
〇
年
前
の
海
岸

線
を
参
照
す
る
と
（
神
奈
川
県
立
生
命
の
星
・
地
球
博
物
館
編

二
〇
〇
四
）、
上
台
遺
跡
は
東
京
湾
を
眼
前
に
臨
む
と
と
も
に
、

古
鶴
見
湾
湾
口
部
の
台
地
先
端
に
位
置
し
て
い
た
こ
と
が
分
か

る
（
第
4
図
）。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
千
葉
）

第 4図　黒浜式期の想定海岸線と上台遺跡
（神奈川県立生命の星・地球博物館編 2004 を改変）
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第 5図ハマグリ部位名称と計測箇所
（川口 1989 に加筆）

二　

出
土
貝
類
遺
体
の
内
容

（
1
）　

分
析
資
料
と
方
法

　

本
稿
で
分
析
対
象
と
す
る
の
は
、
第
一
次
調
査
に
お
い
て
採
集
さ
れ
た
住
居
址
内

貝
層
ブ
ロ
ッ
ク
サ
ン
プ
ル
、
整
理
用
コ
ン
テ
ナ
に
し
て
約
五
箱
分
の
貝
類
遺
体
で
あ

る
。
既
報
に
は
、
調
査
時
に
獣
骨
・
魚
骨
の
出
土
に
も
注
意
が
払
わ
れ
た
が
出
土
し

て
い
な
い
と
の
記
述
が
あ
る
（
神
奈
川
県
立
博
物
館
編
一
九
七
九
）。
本
分
析
に
お
い

て
も
精
査
し
た
が
貝
類
以
外
の
動
物
遺
体
は
確
認
出
来
な
か
っ
た
。

　

出
土
貝
類
遺
体
は
同
定
後
、
腹
足
綱
は
殻
軸
部
が
遺
存
す
る
個
体
を
一
個
体
と
し

て
計
数
、
最
小
個
体
数
（M

N
I

）
と
し
た
。
二
枚
貝
綱
は
殻
頂
部
が
遺
存
す
る
個
体

を
一
個
体
と
し
て
計
数
、
左
右
で
多
い
方
を
最
少
個
体
数
と
し
た
。
出
土
点
数
の
少

な
い
二
枚
貝
は
貝
合
わ
せ
も
行
い
、
最
小
個
体
数
を
算
出
し
た
。
破
片
資
料
も
す
べ

て
同
定
し
、
同
定
資
料
数
（N

ISP

）
と
し
て
計
数
し
た
。

　

出
土
貝
類
遺
体
の
サ
イ
ズ
を
把
握
す
る
た
め
、
デ
ジ
タ
ル
ノ
ギ
ス
（M

itsutoyo, 

C
D

-P20M

）
を
使
用
し
腹
足
綱
は
殻
径
・
殻
高
、
二
枚
貝
綱
は
殻
長
・
殻
高
を
〇
・

〇
一
㎜
ま
で
計
測
し
た
。計
測
箇
所
と
本
稿
で
使
用
す
る
部
位
名
称
は
第
5
図

の
通
り
で
あ
る
。
貝
製
品
は
破
片
資
料
も
含
め
肉
眼
観
察
に
よ
り
選
別
し
、デ

ジ
タ
ル
マ
イ
ク
ロ
ス
コ
ー
プ

（3R
-W

M
401P

C
2.4G

H
z

ワ

イ
ヤ
レ
ス
顕
微
鏡
・
倍
率
六
〇

倍
）に
よ
る
観
察
の
う
え
分
類
・

分
析
を
行
っ
た
。
こ
れ
ら
の
分

析
に
よ
り
得
ら
れ
た
出
土
貝
類

遺
体
の
内
容
を
以
下
に
報
告
す

る
。　
　
　
　
　
　
　
（
吉
永
）

（
2
）
出
土
貝
類
種
と
組
成

　

既
報
に
記
載
さ
れ
て
い
る
出
土
貝
類
種
は
腹
足
綱
二
種
、
二
枚
貝
綱
九
種
の
合
計

十
一
種
で
あ
る
。
本
分
析
で
は
、
腹
足
綱
二
種
、
二
枚
貝
綱
一
種
が
新
た
に
同
定
さ

れ
、
出
土
貝
類
種
は
腹
足
綱
四
種
、
二
枚
貝
綱
九
種
、
計
十
三
種
を
数
え
る
（
第
1
・

2
表
・
第
8
・
9
図
）。
そ
の
生
息
域
は
、
外
海
岩
礁
底
か
ら
内
湾
湾
口
砂
礫
底
・
干

潟
砂
泥
底
に
わ
た
り
、
古
鶴
見
湾
湾
口
部
と
い
う
本
遺
跡
の
立
地
を
反
映
し
て
い
る

と
い
え
よ
う
。
出
土
点
数
は
一
二
九
七
点
（M

N
I

）、
破
片
資
料
も
含
め
る
と
三
二
〇

四
点
（N

ISP

）
で
あ
る
。
ハ
マ
グ
リ
が
八
割
以
上
と
主
体
を
占
め
（
第
6
図
）、「
ハ

マ
グ
リ
が
九
〇
％
強
を
占
め
る
」
と
い
う
既
報
の
調
査
所
見
と
も
相
違
な
い
。

　

ア
ワ
ビ
属

　

殻
頂
付
近
か
ら
殻
長
の
中
間
辺
り
ま
で
の
内
唇
部
が
出
土
し
た
。
内
唇
部
の
サ
イ

ズ
か
ら
み
て
殻
長
一
三
〇
㎜
を
超
え
る
個
体
に
由
来
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う

な
大
型
の
ア
ワ
ビ
が
本
遺
跡
周
辺
で
採
集
可
能
で
あ
っ
た
か
、
外
部
よ
り
持
ち
込
ま

れ
た
も
の
で
あ
る
か
は
検
討
の
余
地
が
あ
る
。

　

ツ
メ
タ
ガ
イ

　

三
点
出
土
し
て
い
る
。
風
化
・
欠
損
に
よ
り
殻
高
の
計
測
は
出
来
な
か
っ
た
が
、
い

ず
れ
も
殻
径
四
五
㎜
前
後
の
個
体
で
あ
っ
た
。

　

ア
カ
ニ
シ

　

軸
唇
部
の
み
の
個
体
が
四
点
、
殻
高
約
九
五
㎜
の
個
体
が
一
点
、
破
損
箇
所
が
あ

る
た
め
正
確
な
計
測
は
出
来
な
い
が
殻
高
一
〇
〇
㎜
を
超
え
る
個
体
が
二
点
出
土
し

て
い
る
。
体
層
部
に
は
被
熱
や
破
損
が
確
認
さ
れ
る
個
体
も
あ
り
、
利
用
に
関
わ
る

痕
跡
で
あ
る
可
能
性
も
示
唆
さ
れ
る
。
ま
た
、
体
層
部
上
部
か
ら
中
間
部
が
遺
存
し

て
い
る
個
体
の
形
質
に
注
目
す
る
と
、
結
節
が
ツ
ノ
状
に
尖
る
ツ
ノ
ア
カ
ニ
シ
と
呼

ば
れ
る
タ
イ
プ
で
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
（
第
7
図
）。
サ
ザ
エ
な
ど
で
は
生
息
環

境
に
よ
っ
て
形
質
が
変
化
す
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
が
（
富
岡
一
九
九
九
）、
ア
カ



− 86 −

ニ
シ
で
は
形
質
に
影
響
を
与
え
る
要
因
や
時
期
的
変
化
は
不
明
で
あ
る

（
黒
住
耐
二
氏
の
ご
教
示
に
よ
る
）。
東
京
湾
の
洪
積
層
出
土
ア
カ
ニ
シ
か

ら
現
生
ア
カ
ニ
シ
ま
で
を
対
象
と
し
、
結
節
の
形
質
に
よ
っ
て
十
種
類
に

分
類
、
比
較
を
行
っ
た
永
沢
は
（
一
九
六
〇
）、
貝
塚
産
お
よ
び
沖
積
層
出

土
ア
カ
ニ
シ
に
は
結
節
が
ツ
ノ
状
を
呈
す
る
タ
イ
プ
が
多
く
、
棲
息
深
度

や
塩
分
濃
度
と
の
関
係
性
も
示
唆
し
て
い
る
。
遺
跡
出
土
の
ア
カ
ニ
シ
の

形
質
に
つ
い
て
は
、
地
域
的
・
時
期
的
な
特
徴
が
あ
る
の
か
等
、
今
後
注

意
を
払
い
た
い
。

　

バ
イ

　

風
化
・
欠
損
に
よ
り
計
測
は
出
来
な
か
っ
た
が
、
殻
高
六
〇
㎜
前
後
の

個
体
が
四
点
出
土
し
て
い
る
。

　

ハ
イ
ガ
イ
・
サ
ル
ボ
ウ
・
オ
キ
シ
ジ
ミ
・
カ
ガ
ミ
ガ
イ
・
ア
サ
リ
・

　

シ
オ
フ
キ

　

内
湾
湾
奥
部
干
潟
群
集
で
あ
る
ハ
イ
ガ
イ
が
少
な
く
、
内
湾
湾
央
部
砂

泥
底
に
生
息
域
を
も
つ
二
枚
貝
が
主
体
を
占
め
、
湾
口
部
砂
礫
底
群
集
で

あ
る
イ
タ
ボ
ガ
キ
が
出
土
し
て
い
る
組
成
は
、
古
鶴
見
湾
湾
口
部
に
形
成

さ
れ
た
本
遺
跡
の
立
地
を
反
映
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
え
る
。
計
測
、
貝

合
わ
せ
の
詳
細
を
第
3
表
に
示
し
た
。

　

ハ
マ
グ
リ

　

一
〇
八
六
点（M

N
I

）が
出
土
し
本
遺
跡
に
お
い
て
主
体
を
占
め
る
。
既

報
で
は
出
土
貝
類
種
に
チ
ョ
ウ
セ
ン
ハ
マ
グ
リ
の
記
載
が
あ
っ
た
た
め
、

同
定
に
際
し
精
査
し
た
が
、
す
べ
て
ハ
マ
グ
リ
と
同
定
さ
れ
チ
ョ
ウ
セ
ン

ハ
マ
グ
リ
は
確
認
出
来
な
か
っ
た
（
同
定
に
際
し
黒
住
耐
二
氏
に
ご
指
導

賜
っ
た
）。
チ
ョ
ウ
セ
ン
ハ
マ
グ
リ
の
生
息
域
は
湾
外
沿
岸
砂
底
で
あ
り

（
富
岡
一
九
九
九
）、
現
在
関
東
で
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
産
地
は
茨
城
県
鹿

第 6図　上台遺跡 1号住居址出土貝類組成 第 7図　結節（矢印部分）が尖るアカニシ

第 1表　上台遺跡 1号住居址出土貝類種名表 第 2表　上台遺跡 1号住居址出土貝類一覧表
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第 3表　上台遺跡 1号住居址出土貝類観察表
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第 8図　上台遺跡 1号住居址出土貝類遺体（腹足綱）
1 アワビ属　2 バイ　3 ツメタガイ　4 アカニシ

第 9図　上台遺跡 1号住居址出土貝類遺体（二枚貝綱）
1 ハイガイ　2 シオフキ　3 ハマグリ　4 アサリ　5 オキシジミ　6 サルボウ　
7 カガミガイ　8 マガキ　9 イタボガキ
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島
灘
や
千
葉
県
九
十
九
里
浜
で
あ
る
。
東
京
湾
内
湾
の
西
岸
域
に
位
置
し
、
さ
ら
に

入
り
江
を
呈
し
て
い
た
古
鶴
見
湾
に
立
地
す
る
本
遺
跡
周
辺
に
お
い
て
は
、
チ
ョ
ウ

セ
ン
ハ
マ
グ
リ
が
生
息
し
採
集
可
能
な
環
境
で
は
な
か
っ
た
と
推
察
さ
れ
る
。
本
遺

跡
よ
り
出
土
し
て
い
る
と
す
れ
ば
、
チ
ョ
ウ
セ
ン
ハ
マ
グ
リ
の
生
息
域
で
あ
る
地
域

よ
り
持
ち
込
ま
れ
た
可
能
性
や
、
本
遺
跡
周
辺
に
と
ど
ま
ら
な
い
広
域
な
採
貝
領
域

を
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
。
し
か
し
、
本
分
析
で
は
チ
ョ
ウ
セ
ン
ハ
マ
グ
リ
の
出
土

は
確
認
で
き
ず
全
て
ハ
マ
グ
リ
と
同
定
さ
れ
た
こ
と
、
そ
の
他
に
出
土
し
て
い
る
貝

類
遺
体
組
成
か
ら
、
採
貝
領
域
は
本
遺
跡
周
辺
に
あ
り
、
そ
こ
で
採
集
可
能
で
あ
っ

た
ハ
マ
グ
リ
を
主
体
的
に
採
集
、
利
用
し
て
い
た
貝
類
資
源
利
用
の
在
り
方
が
想
定

さ
れ
よ
う
。

　

出
土
し
た
ハ
マ
グ
リ
の
殻
長
分
布
を
第
10
図
に
示
し
た
。
殻
長
分
布
の
最
小
値
は

三
二
・
七
二
㎜
、
最
大
値
は
七
四
・
二
四
㎜
、
平
均
値
は
五
二
・
三
〇
㎜
で
あ
っ
た
。

殻
長
五
〇
〜
六
〇
㎜
前
後
の
個
体
が
多
く
出
土
し
て
お
り
、
殻
長
四
〇
㎜
よ
り
小
型

の
個
体
は
非
常
に
少
な
く
、
ま
た
殻
長
三
〇
㎜
以
下
の
個
体
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
。

「
中
型
以
下
の
個
体
に
限
ら
れ
、
二
×
三
㎝
大
の
個
体
さ
え
混
じ
っ
て
い
る
」
と
い
う

既
報
の
調
査
所
見
と
は
若
干
異
な
る
よ
う
で
あ
る
。
殻
長
五
〇
〜
六
〇
㎜
台
の
ハ
マ

グ
リ
が
豊
富
に
採
集
可
能
で
あ
っ
た
本
遺
跡
で
は
、
採
貝
活
動
に
よ
り
得
ら
れ
た
ハ

マ
グ
リ
を
食
料
と
し
て
利
用
す
る
ほ
か
、
貝
刃
な
ど
の
道
具
の
材
料
と
し
て
も
積
極

的
に
利
用
し
て
い
た
。
貝
製
品
に
つ
い
て
は
次
項
で
詳
述
す
る
。

　

時
間
的
制
約
も
あ
り
、
す
べ
て
の
ハ
マ
グ
リ
に
つ
い
て
徹
底
し
た
貝
合
わ
せ
作
業

を
行
う
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
が
、
貝
合
わ
せ
を
行
っ
た
結
果
十
三
組
が
合
貝
と
な

っ
た
。
ま
た
、
特
異
な
成
長
障
害
を
も
つ
個
体
が
一
点
出
土
し
て
い
る
（
第
11
図
）。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 　
　
　
　
（
吉
永
）

第 11図　特異な成長障害をもつハマグリ 第 10図　上台遺跡 1号住居址出土ハマグリ殻長分布
（加工、使用痕の無い左殻、右殻の計 469 点）

（
3
）
貝
製
品

　

出
土
貝
類
遺
体
に
は
、
人
為
的
な
加

工
痕
・
使
用
痕
が
認
め
ら
れ
る
貝
製
品

が
含
ま
れ
て
い
た
。
出
土
貝
類
遺
体
組

成
に
お
い
て
主
体
を
占
め
る
ハ
マ
グ
リ

を
材
料
と
し
た
資
料
が
多
く
、
剥
離
・
打

ち
欠
き
に
よ
り
加
工
が
加
え
ら
れ
使
用

さ
れ
た
貝
刃
と
、
著
し
い
磨
耗
痕
が
特

徴
的
に
観
察
さ
れ
る
磨
耗
貝
器
に
大
別

さ
れ
る
。
出
土
ハ
マ
グ
リ
全
体
に
お
け

る
貝
製
品
の
割
合
は
一
割
で
あ
っ
た

（
第
12
図
）。
以
下
、
貝
製
品
毎
に
詳
述

す
る
。

　

貝
刃

　

ハ
マ
グ
リ
製
一
四
四
点
、
カ
ガ
ミ
ガ

イ
製
一
点
の
計
一
四
五
点
が
出
土
し

た
。
貝
刃
は
縄
文
時
代
を
通
じ
、
東
京

湾
岸
域
を
は
じ
め
各
地
よ
り
出
土
す
る

貝
製
品
と
し
て
よ
く
知
ら
れ
る
。
加
工

痕
・
使
用
痕
の
認
め
ら
れ
な
い
出
土
貝

類
遺
体
と
の
区
別
と
し
て
は
、
研
究
者

の
共
通
認
識
と
し
て
次
の
よ
う
な
定
義

が
挙
げ
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

「
二
枚
貝
の
腹
縁
を
加
工
し
て
刃
器
と

し
て
使
用
し
た
貝
製
品
の
一
種
、
二
枚
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貝
の
腹
縁
を
打
ち
欠
き
刃
を
付
け
た
打
製
刃
器
、
二
枚
貝
縁
辺
部
に
押
圧
に
よ
る
刃

部
調
整
を
有
す
る
骨
角
器
」（
神
沢
・
川
口
一
九
七
一
、
川
口
一
九
八
九
、
宮
川
二
〇

〇
六
）。

　

こ
の
よ
う
な
定
義
に
則
る
な
ら
ば
、
貝
刃
に
は
様
々
な
加
工
方
法
・
使
用
方
法
と

形
態
が
想
定
さ
れ
得
る
。
東
京
湾
岸
域
の
縄
文
時
代
貝
塚
出
土
資
料
を
分
析
し
た
神

沢
・
川
口
（
一
九
七
一
）
は
、
刃
の
位
置
と
幅
に
よ
り
四
群
八
類
、
加
工
方
法
に
よ

り
六
型
に
分
類
し
、
貝
刃
に
多
様
な
形
態
が
あ
る
こ
と
を
提
示
し
た
。
し
か
し
な
が

ら
、
そ
の
後
諸
遺
跡
の
報
告
書
に
お
い
て
貝
刃
と
し
て
報
告
さ
れ
研
究
対
象
と
な
っ

て
き
た
の
は
、
腹
縁
部
に
連
弧
状
の
剥
離
を
加
え
波
状
の
刃
部
を
呈
す
る
貝
製
品
が

大
半
で
あ
る
。

　

本
遺
跡
出
土
ハ
マ
グ
リ
に
は
、
一
般
的
に
貝
刃
と
し
て
認
識
さ
れ
報
告
事
例
の
多

い
腹
縁
部
に
波
状
の
刃
部
を
有
す
る
形
態
の
貝
刃
以
外
に
も
様
々
な
形
態
の
貝
刃
が

含
ま
れ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
刃
部
や
刃
の
後
縁
に
、
加
工
や
使
用
に
伴
い
生
じ
た
で

あ
ろ
う
刃
こ
ぼ
れ
、
微
小
な
剥
離
、
磨
滅
、
擦
痕
、
線
状
痕
が
観
察
さ
れ
た
。
出
土

貝
類
遺
体
は
採
貝
活
動
か
ら
調
理
、
加
工
、
廃
棄
、
埋
没
、
発
掘
調
査
と
い
っ
た
諸

過
程
を
経
て
様
々
な
営
力
を
受
け
破
損
が
生
じ
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
が
、
本
稿
で

は
形
態
や
前
述
し
た
加
工
痕
・
使
用
痕
の
有
無
、
現
生
ハ
マ
グ
リ
を
打
ち
欠
い
た
割

れ
口
と
の
比
較
検
討
を
行
う
こ
と
で
、
貝
刃
と
そ
れ
以
外
の
出
土
貝
類
遺
体
の
区
別

を
行
っ
た
。
資
料
全
体
が
風
化
・
磨
耗
し
て
お
り
観
察
が
十
分
に
行
え
な
い
資
料
に

つ
い
て
は
対
象
外
と
し
た
。
な
お
、
貝
製
品
に
観
察
さ
れ
る
様
々
な
痕
跡
は
、
加
工

に
よ
っ
て
生
じ
た
も
の
で
あ
る
の
か
、
使
用
に
伴
っ
て
生
じ
た
も
の
で
あ
る
の
か
峻

別
し
難
い
た
め
、
本
稿
で
は
加
工
痕
・
使
用
痕
を
併
記
し
た
。

　

先
行
研
究
に
お
け
る
貝
刃
の
分
類
で
は
、
牛
沢
（
一
九
七
七
）
が
千
葉
県
・
加
曽

利
貝
塚
出
土
資
料
に
つ
い
て
行
っ
た
、
腹
縁
の
刃
部
範
囲
を
角
度
と
し
て
捉
え
計
測

す
る
分
類
方
法
が
広
く
採
用
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
大
き
な
打
ち
欠
き
を
加
え
製

第 4表　上台遺跡１号住居址出土ハマグリ製貝刃分類表
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作
さ
れ
て
い
る
資
料
群
な
ど
本
遺

跡
出
土
資
料
に
観
察
さ
れ
る
加
工

痕
・
使
用
痕
は
先
の
分
類
方
法
で

は
捉
え
き
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
独

自
の
分
類
を
試
み
た
。

　

加
工
痕
・
使
用
痕
の
観
察
に
先

立
ち
、
現
生
ハ
マ
グ
リ
と
破
損
箇

所
の
あ
る
本
遺
跡
出
土
ハ
マ
グ
リ

の
破
断
面
の
観
察
を
行
っ
た
（
第

15
・
16
図
）。
観
察
に
使
用
し
た
現

生
ハ
マ
グ
リ
は
、
本
遺
跡
よ
り
多

く
出
土
し
て
い
る
殻
長
五
〇
〜
六

〇
㎜
台
の
ハ
マ
グ
リ
、
ま
た
殻
長

七
〇
〜
八
〇
㎜
台
の
ハ
マ
グ
リ
は

購
入
に
よ
る
入
手
が
出
来
な
か
っ

た
た
め
、
チ
ョ
ウ
セ
ン
ハ
マ
グ
リ

を
そ
れ
ぞ
れ
筆
者
が
鮮
魚
店
で
購

入
し
た
も
の
で
あ
る
。
現
生
ハ
マ

グ
リ
に
つ
い
て
は
、
鶏
卵
大
の
ハ

ン
マ
ー
ス
ト
ー
ン
で
内
面
か
ら
腹

縁
縁
辺
部
に
打
撃
を
加
え
、
破
断

面
を
観
察
し
た
。
本
遺
跡
出
土
ハ

マ
グ
リ
に
つ
い
て
は
、
破
損
箇
所

が
あ
る
も
の
の
加
工
痕
・
使
用
痕

が
見
ら
れ
な
い
破
砕
貝
の
破
断
面

第 12図　上台遺跡 1号住居址出土
ハマグリにおける貝製品
の割合

第 13図　上台遺跡 1号住居址出土貝刃
分類の組成

第 14図　上台遺跡 1号住居址出土
貝製品殻長分布

を
観
察
し
た
。

　

観
察
の
結
果
、
貝
刃
に
お
い
て
刃
の
後
縁
に
該
当
す
る
箇
所
は
、
成
長
線
に
沿
う

よ
う
な
平
滑
で
な
だ
ら
か
な
破
断
面
を
呈
し
て
い
た
。
貝
刃
に
お
い
て
刃
先
に
該
当

す
る
箇
所
も
同
様
に
平
滑
な
破
断
面
を
呈
し
、
鋭
く
明
瞭
な
角
が
立
つ
。
こ
れ
ら
の

破
断
面
の
特
徴
は
、
貝
刃
の
刃
の
後
縁
・
刃
先
に
は
見
ら
れ
な
い
も
の
で
あ
る
。
剥

離
・
打
ち
欠
き
を
加
え
る
貝
刃
製
作
の
過
程
で
破
断
面
は
平
滑
で
は
な
く
な
り
、
使

用
に
よ
り
鋭
く
立
つ
角
は
磨
滅
し
消
失
す
る
の
で
あ
ろ
う
。
先
行
研
究
に
お
い
て
貝

刃
に
度
々
観
察
さ
れ
て
き
た
剥
離
・
磨
滅
・
線
状
痕
・
擦
痕
は
人
為
的
な
加
工
・
使

用
の
結
果
生
じ
る
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
、
貝
刃
と
破
砕
貝
を
区
別
す
る
項
目
と
し
て

有
用
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

貝
刃
は
、
主
に
剥
離
に
よ
っ
て
加
工
が
加
え
ら
れ
て
い
る
A
・
B
・
C
タ
イ
プ
、
主

に
打
ち
欠
き
に
よ
っ
て
加
工
が
加
え
ら
れ
て
い
る
D
・
E
タ
イ
プ
に
大
別
し
、
加
工

痕
・
使
用
痕
が
観
察
さ
れ
る
範
囲
や
形
態
に
よ
っ
て
細
分
し
た
。
各
タ
イ
プ
の
特
徴

は
以
下
の
通
り
で
あ
る
（
第
4
表
、
第
17
・
18
・
19
図
）。

A
タ
イ
プ
：
局
所
的
な
加
工
痕
（
剥
離
）・
使
用
痕
が
認
め
ら
れ
る
も
の
。
腹
縁
に
幅

一
〇
㎜
前
後
の
局
所
的
な
剥
離
を
加
え
刃
部
と
し
て
い
る
。
刃
部
の
幅

は
非
常
に
狭
い
が
、
同
幅
の
連
弧
状
の
剥
離
や
刃
先
の
磨
滅
、
線
状
痕

と
い
っ
た
加
工
痕
・
使
用
痕
が
明
瞭
に
認
め
ら
れ
る
。

B
タ
イ
プ
：
前
背
縁
か
ら
後
背
縁
に
か
け
て
主
に
剥
離
に
よ
る
加
工
痕
・
使
用
痕
が

認
め
ら
れ
る
も
の
。
加
工
痕
・
使
用
痕
の
認
め
ら
れ
る
範
囲
に
よ
り
以

下
の
5
タ
イ
プ
に
細
分
さ
れ
る
。

B1
タ
イ
プ
：
前
背
縁
寄
り
の
腹
縁
部
と
後
背
縁
寄
り
の
腹
縁
部
に
加
工
痕
・
使
用
痕

が
認
め
ら
れ
る
。 

腹
縁
中
央
部
は
未
加
工
・
未
使
用
で
自
然
面
が
残
る
。

B2
タ
イ
プ
：
腹
縁
中
央
部
に
加
工
痕
・
使
用
痕
が
認
め
ら
れ
る
。
両
背
縁
お
よ
び
両

背
縁
寄
り
の
腹
縁
部
は
未
加
工
・
未
使
用
で
あ
り
自
然
面
が
残
る
。
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第 15図　現生ハマグリの割れ口 第 16図　加工痕・使用痕の見られない出土ハマグリの
割れ口

第 17図　上台遺跡 1号住居址出土ハマグリ製貝刃の分類と加工痕・使用痕（1）
資料 No. は第 4 表と対応する。貝刃右下スケールは 10mm、拡大写真内スケールは数値の記載がないものは 1mm を示す。
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第 18図　上台遺跡 1号住居址出土ハマグリ製貝刃の分類と加工痕・使用痕（2）
資料 No. は第 4 表と対応する。貝刃右下スケールは 10mm、拡大写真内スケールは数値の記載がないものは 1mm を示す。
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第 19図　上台遺跡 1号住居址出土ハマグリ製貝刃の分類と加工痕・使用痕（3）
資料 No. は第 4 表と対応する。貝刃右下スケールは 10mm、拡大写真内スケールは 1mm を示す。

B3
タ
イ
プ
：
後
背
縁
か
ら
腹
縁
中

央
部
の
範
囲
に
加
工

痕
・
使
用
痕
が
認
め
ら

れ
る
。前
背
縁
寄
り
の

腹
縁
前
背
縁
は
未
加

工
・
未
使
用
で
自
然
面

が
残
る
。

B4
タ
イ
プ
：
前
背
縁
か
ら
腹
縁
中

央
部
の
範
囲
に
加
工

痕
・
使
用
痕
が
認
め
ら

れ
る
。腹
縁
中
央
部
か

ら
後
背
縁
に
か
け
て

は
未
加
工
で
自
然
面

が
残
る
。

B5
タ
イ
プ
：
腹
縁
全
体
に
加
工
痕
・

使
用
痕
が
お
よ
ぶ
。剥

離
や
打
ち
欠
き
の
幅
・

奥
行
は
不
規
則
で
あ

る
た
め
刃
部
は
様
々

な
形
態
を
呈
す
る
。右

殻
が
多
く
出
土
し
て

お
り
、左
右
の
出
土
数

に
差
が
み
ら
れ
る
。

C
タ
イ
プ
：
前
背
縁
か
ら
後
背
縁

に
か
け
て
主
に
連
弧
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状
の
剥
離
に
よ
る
加
工
痕
・
使
用
痕
が
認
め
ら
れ
る
も
の
。
加
工
痕
・
使

用
痕
の
認
め
ら
れ
る
範
囲
に
よ
り
以
下
の
2
タ
イ
プ
に
細
分
さ
れ
る
。

C1
タ
イ
プ
：
腹
縁
中
央
部
か
ら
前
背
縁
の
範
囲
は
未
加
工
・
未
使
用
で
自
然
面
が
残

る
。
一
次
加
工
で
腹
縁
を
剥
離
後
、
二
次
加
工
で
連
弧
状
の
細
か
い
剥

離
を
加
え
て
刃
部
を
製
作
し
て
い
る
。
刃
部
は
波
状
を
呈
し
刃
の
奥
行

は
狭
い
。

C2
タ
イ
プ
：
C1
と
同
様
の
加
工
方
法
と
波
状
の
刃
部
が
見
ら
れ
る
が
、
加
工
痕
・
使

用
痕
の
範
囲
が
よ
り
広
く
腹
縁
全
体
に
お
よ
ぶ
点
が
異
な
る
。

D
タ
イ
プ
：
前
背
縁
か
ら
後
背
縁
に
か
け
て
主
に
打
ち
欠
き
に
よ
る
加
工
痕
・
使
用

痕
が
認
め
ら
れ
る
も
の
。
加
工
痕
・
使
用
痕
が
認
め
ら
れ
る
範
囲
と
形

態
に
よ
り
以
下
の
5
タ
イ
プ
に
細
分
さ
れ
る
。

D1
タ
イ
プ
：
腹
縁
か
ら
殻
の
中
央
部
に
向
か
っ
て
、
腹
縁
の
一
部
を
深
く
打
ち
欠
い

た
部
分
を
刃
部
と
す
る
。
一
点
出
土
し
て
い
る
カ
ガ
ミ
ガ
イ
製
貝
刃
も

本
タ
イ
プ
に
該
当
す
る
（
第
20
図
）。

D2
タ
イ
プ
：
後
背
縁
寄
り
の
腹
縁
か
ら
後
背
縁
に
か
け
て
打
ち
欠
き
や
剥
離
が
見
ら

ち
欠
く
。
幅
が
広
く
直
線
的
な
刃
部
を
呈
す
る
。

D5
タ
イ
プ
：
両
背
縁
か
ら
背
面
の
中
央
に
向
け
て
斜
め
に
大
き
く
打
ち
欠
く
。
D4
タ

イ
プ
に
さ
ら
に
後
背
面
か
ら
の
打
ち
欠
き
を
加
え
た
タ
イ
プ
と
も
捉
え

ら
れ
る
。
殻
頂
部
周
辺
の
み
が
残
り
菱
形
を
呈
す
る
。

E
タ
イ
プ
：
殻
頂
部
か
ら
腹
縁
に
か
け
て
、
垂
直
に
半
裁
し
た
形
態
を
呈
し
、
そ
の

破
断
面
を
刃
部
と
す
る
。
刃
部
に
は
著
し
い
剥
離
や
線
状
痕
が
見
ら
れ

る
。

　

先
行
研
究
で
は
貝
刃
の
材
料
と
な
っ
た
貝
種
ま
た
形
態
の
割
合
に
つ
い
て
、
加
工

方
法
・
機
能
・
用
途
と
の
関
連
と
い
う
視
点
か
ら
遺
跡
毎
に
分
析
が
行
わ
れ
て
き
た
。

本
遺
跡
出
土
貝
刃
分
類
の
組
成
は
第
13
図
の
通
り
で
あ
る
。
貝
種
は
、
カ
ガ
ミ
ガ
イ

製
貝
刃
一
点
を
除
き
す
べ
て
ハ
マ
グ
リ
製
で
あ
っ
た
。
加
工
方
法
と
加
工
・
使
用
部

位
の
組
み
合
わ
せ
に
よ
っ
て
細
分
さ
れ
る
が
、
剥
離
に
よ
る
加
工
を
特
徴
と
す
る
A
・

B
タ
イ
プ
は
三
三
％
、
一
次
加
工
後
、
二
次
加
工
で
連
弧
状
の
剥
離
を
加
え
る
C
タ

イ
プ
は
二
三
％
、
打
ち
欠
き
に
よ
る
加
工
を
特
徴
と
す
る
D
・
E
タ
イ
プ
は
四
四
％

（
カ
ガ
ミ
ガ
イ
製
貝
刃
を
含
む
）
で
あ
っ
た
。
特
定
の
加
工
方
法
や
形
態
が
主
体
を
占

め
る
傾
向
は
み
ら
れ
ず
、
一
つ
の
タ
イ
プ
に
偏
ら
な
い
多
様
な
貝
刃
の
あ
り
方
が
う

か
が
え
る
。
ま
た
、
報
告
例
が
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
D
・
E
タ
イ
プ
、
即
ち
大
き

な
打
ち
欠
き
に
よ
る
加
工
と
幅
の
広
い
刃
部
を
特
徴
と
す
る
タ
イ
プ
が
一
定
の
割
合

を
占
め
る
点
は
、
本
遺
跡
の
特
徴
と
し
て
指
摘
さ
れ
よ
う
。
神
沢
・
川
口
（
一
九
七

一
）、
川
口
（
一
九
八
九
）
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
ら
大
き
な
打
ち
欠
き
を
加
え
る
タ
イ
プ

の
貝
刃
は
、
刃
部
と
し
て
の
形
状
、
使
用
に
よ
る
損
耗
が
認
め
ら
れ
る
に
も
関
わ
ら

ず
単
な
る
破
砕
貝
と
し
て
見
な
さ
れ
易
く
、
出
土
例
が
非
常
に
少
な
い
と
指
摘
さ
れ

て
い
る
。

　

貝
刃
を
含
む
貝
製
品
と
、
貝
製
品
以
外
の
出
土
ハ
マ
グ
リ
の
サ
イ
ズ
を
比
較
す
る

た
め
、
殻
長
の
計
測
を
行
い
第
14
図
に
殻
長
分
布
を
示
し
た
。
貝
刃
の
材
料
と
し
て

第 20図　上台遺跡 1号住居址出土
カガミガイ製貝刃

れ
、殻
が
突
出
し
て
い
る
部
分
を

欠
く
よ
う
な
形
態
を
呈
す
る
。前

背
縁
か
ら
腹
縁
中
央
部
は
未
加

工
・
未
使
用
で
あ
り
自
然
面
が
残

る
。

D3
タ
イ
プ
：
腹
縁
全
体
を
深
く
打
ち
欠
き
、殻

頂
部
周
辺
を
残
し
丸
形
を
呈
す

る
。

D4
タ
イ
プ
：
前
背
縁
か
ら
後
背
縁
寄
り
の
腹

縁
に
か
け
て
、斜
め
に
大
き
く
打
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加
工
・
使
用
痕
の
見
ら
れ
る
ハ
マ
グ
リ
は
殻
長
約
五
〇
〜
六
〇
㎜
で
あ
っ
た
。
加
工
・

使
用
痕
の
見
ら
れ
な
い
出
土
ハ
マ
グ
リ
よ
り
は
や
や
大
き
い
サ
イ
ズ
が
選
択
さ
れ
て

い
る
も
の
の
、
そ
の
分
布
は
ほ
ぼ
重
な
っ
て
い
る
。
大
型
個
体
へ
の
選
択
性
は
見
ら

れ
ず
、
加
工
痕
・
使
用
痕
が
見
ら
れ
な
い
殻
長
約
七
〇
㎜
以
上
の
大
型
個
体
も
散
見

さ
れ
る
。
本
遺
跡
で
多
く
出
土
し
て
い
る
殻
長
約
五
〇
〜
六
〇
㎜
の
中
型
個
体
が
貝

刃
の
材
料
と
し
て
も
主
に
利
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
。
ハ
マ
グ
リ
の
サ

イ
ズ
が
大
型
に
な
る
ほ
ど
殻
の
厚
み
も
増
す
こ
と
か
ら
、
中
型
個
体
の
入
手
と
加
工

の
し
易
さ
が
殻
長
分
布
に
反
映
さ
れ
て
い
る
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。

　

磨
耗
貝
器

　

す
べ
て
ハ
マ
グ
リ
製
で
あ
り
五
十
五
点
が
出
土
し
た
。
磨
耗
貝
器
と
し
た
ハ
マ
グ

リ
は
、
背
面
の
模
様
が
肉
眼
観
察
可
能
で
あ
る
よ
う
な
遺
存
状
態
が
良
好
な
個
体
で

あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、部
分
的
に
著
し
い
磨
耗
痕
が
認
め
ら
れ
る
資
料
群
で
あ
る
。
金

子
・
忍
沢
（
一
九
八
六
）
で
は
「
ヘ
ラ
状
貝
製
品
」、
川
口
（
一
九
八
九
）
で
は
「
磨

耗
貝
器
」
と
し
て
分
類
さ
れ
て
い
る
貝
製
品
で
あ
り
（
第
21
図
）、
次
の
よ
う
な
特
徴

が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

（
一
）
器
体
の
一
部
に
磨
耗
痕
、
研
磨
痕
、
擦
痕
を
有
す
る
。

（
二
）
明
瞭
な
加
工
痕
が
認
め
ら
れ
ず
、
貝
の
有
す
る
自
然
形
を
そ
の
ま
ま
利
用
し
た

も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。

（
三
）
よ
り
厚
さ
の
あ
る
大
型
の
貝
へ
の
選
択
性
が
認
め
ら
れ
る
。

（
四
）
土
器
の
器
面
調
整
、皮
な
め
し
等
幅
広
い
用
途
を
有
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

ま
た
、
貝
刃
や
貝
輪
と
い
っ
た
出
土
貝
製
品
と
比
べ
て
磨
耗
貝
器
の
出
土
報
告
例

は
少
な
く
、
そ
の
要
因
と
し
て
は
次
の
よ
う
な
指
摘
が
な
さ
れ
て
い
る
（
金
子
・
忍

沢
一
九
八
六
、
川
口
・
一
九
八
九
）。

（
一
）
研
究
者
側
の
認
識
不
足
で
あ
る
可
能
性
が
あ
り
、
よ
り
一
層
の
遺
物
へ
の
注
意

力
が
必
要
で
あ
る
。

第 5表　上台遺跡 1号住居址出土磨耗貝器分類表
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第 21図　他遺跡出土磨耗貝器
（金子・忍沢 1986 年に加筆）

第 22図　上台遺跡 1号住居址出土ハマグリ製磨耗貝器と磨耗痕
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（
二
）
一
見
、
自
然
遺
物
と
の
区
別
が
困
難
で
あ
る
。

（
三
）
食
料
残
滓
と
し
て
扱
わ
れ
て
し
ま
う
こ
と
で
、
実
数
は
出
土
例
を
か
な
り
上
回

る
可
能
性
が
あ
る
。

　

本
遺
跡
出
土
資
料
で
は
ヘ
ラ
状
を
呈
す
る
形
態
の
資
料
は
見
ら
れ
ず
、
著
し
い
磨

耗
の
痕
跡
が
特
徴
的
で
あ
る
こ
と
か
ら
川
口
（
一
九
八
九
）
に
な
ら
い
「
磨
耗
貝
器
」

と
し
て
報
告
す
る
。
著
し
い
磨
耗
痕
を
有
す
る
部
位
毎
に
出
土
資
料
を
一
覧
し
た
も

の
が
第
5
表
で
あ
る
。
い
ず
れ
の
磨
耗
貝
器
も
、
殻
が
最
も
厚
い
殻
頂
部
付
近
を
含

ん
で
い
な
が
ら
著
し
く
磨
耗
し
て
お
り
、
資
料
に
よ
っ
て
は
背
面
や
内
面
に
も
削
り

こ
ま
れ
る
よ
う
に
磨
耗
が
お
よ
ん
で
い
る
。擦
痕
が
観
察
さ
れ
る
資
料
も
あ
っ
た
。磨

耗
貝
器
に
み
ら
れ
る
著
し
い
磨
耗
痕
は
局
所
的
で
あ
り
、
貝
殻
全
体
が
風
化
に
よ
り

磨
滅
・
磨
耗
し
て
い
る
資
料
と
は
明
ら
か
に
異
な
る
（
第
22
図
）。
磨
耗
貝
器
の
殻
長

分
布
は
、
殻
長
約
五
五
〜
六
五
㎜
に
集
中
す
る
。
大
型
個
体
へ
の
選
択
性
が
う
か
が

え
、
先
行
研
究
の
指
摘
を
追
認
す
る
結
果
で
あ
っ
た
（
第
14
図
）。

　

有
孔
貝
器

　

ハ
マ
グ
リ
製
一
点
が
出
土
し
て
い
る
。
川
口
（
一
九
八
九
）
に
よ
る
と
、
有
孔
貝

器
と
は
「
自
然
の
殻
形
は
保
ち
つ
つ
、
二
枚
貝
や
巻
貝
の
殻
頂
部
お
よ
び
体
層
部
に

粗
雑
な
小
孔
を
穿
つ
も
の
」
と
定
義
さ
れ
て
い
る
。
本
資
料
も
殻
頂
部
の
孔
に
拡
張

や
研
磨
は
認
め
ら
れ
ず
、
内
面
か
ら
の
穿
孔
以
上
の
加
工
は
施
さ
れ
て
い
な
い
点
か

ら
有
孔
貝
器
と
分
類
し
た
。
た
だ
し
、
本
資
料
は
縁
辺
に
目
を
向
け
る
と
、
後
背
縁

か
ら
腹
縁
に
か
け
て
加
工
・
使
用
さ
れ
た
痕
跡
が
認
め
ら
れ
、
第
4
表
で
は
D2
タ
イ

プ
に
分
類
さ
れ
る
貝
刃
で
も
あ
る
。

　

本
資
料
と
類
似
し
た
有
孔
貝
器
は
、
本
遺
跡
よ
り
直
線
距
離
に
し
て
そ
れ
ぞ
れ
約

一
〜
三
㎞
程
度
の
位
置
に
形
成
さ
れ
た
梶
山
貝
塚
（
第
1
図
・
前
期
花
積
下
層
式
期
）

か
ら
一
点
、
下
組
東
貝
塚
（
前
期
花
積
下
層
式
期
）
か
ら
四
点
報
告
例
が
あ
る
（
第

23
図
）。
い
ず
れ
も
腹
縁
に
加
工
痕
・
使
用
痕
を
有
し
、
貝
刃
と
し
て
の
形
態
も
呈
す

る
点
は
本
資
料
と
共
通
す
る
。
下
組
東

貝
塚
で
は
有
孔
貝
器
で
は
な
く「
貝
刃
」

と
し
て
報
告
さ
れ
て
お
り
、穿
孔
は「
紐

掛
け
用
」
の
孔
と
し
て
の
機
能
が
推
測

さ
れ
て
い
る
（
玉
川
文
化
研
究
所
編
二

〇
〇
六
）。

　

時
期
・
地
域
は
異
な
る
が
、
東
京
湾

東
岸
域
に
あ
た
る
千
葉
県
・
加
曽
利
北

貝
塚
（
居
住
址
地
域
・
加
曽
利
E
Ⅱ
式

期
）
か
ら
も
一
点
報
告
例
を
み
る
こ
と

が
で
き
る
。
た
だ
し
、
穿
孔
以
外
に
加

工
痕
・
使
用
痕
は
認
め
ら
れ
ず
、
貝
刃

と
し
て
の
形
態
を
呈
し
て
い
な
い
点
は

本
資
料
や
梶
山
貝
塚
、
下
組
東
貝
塚
出

土
資
料
と
異
な
る
。

　

貝
輪

　

イ
タ
ボ
ガ
キ
製
一
点
が
出
土
し
て
い

る（
第
24
図
）。
貝
輪
は
縄
文
時
代
を
通

じ
て
各
地
か
ら
出
土
す
る
貝
製
品
で
あ

り
、材
料
と
な
る
貝
種
は
様
々
で
あ
る
。

本
資
料
は
全
体
の
三
分
の
一
程
度
が
欠

損
し
て
い
る
が
、
孔
が
開
け
ら
れ
縁
辺

が
等
幅
と
な
っ
て
い
る
形
態
か
ら
貝
輪

と
分
類
し
た
。
背
面
お
よ
び
内
面
、
断

面
に
研
磨
は
認
め
ら
れ
ず
、
未
製
品
か

第 23図　上台遺跡 1号住居址および他遺跡出土ハマグリ製有孔貝器
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製
品
で
あ
る
か
の
区
別
は
判
然
と

し
な
い
。
材
料
と
な
っ
て
い
る
イ

タ
ボ
ガ
キ
は
左
殻
五
点
・
右
殻
一

〇
点
が
出
土
し
て
お
り
、
左
右
で

出
土
数
に
差
異
が
認
め
ら
れ
た
。

本
資
料
は
右
殻
が
利
用
さ
れ
て
お

り
、
出
土
数
の
左
右
差
は
貝
輪
製

作
に
関
連
す
る
可
能
性
も
考
え
得

る
。　
　
　
　
　
　
　
　

 （
吉
永
）

ま
と
め

　

古
鶴
見
湾
で
は
、
縄
文
時
代
前
期
・
花
積
下
層
式
期
に
学
史
的
に
著
名
な
菊
名
貝

塚
や
下
組
東
貝
塚
を
は
じ
め
と
し
た
斜
面
貝
塚
が
形
成
さ
れ
始
め
る
。
貝
類
遺
体
は

勿
論
の
こ
と
、
多
く
の
魚
類
遺
体
と
釣
針
な
ど
の
漁
撈
具
の
出
土
は
、
生
業
活
動
の

一
端
に
活
発
な
漁
撈
活
動
と
海
産
資
源
利
用
が
う
か
が
え
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し

な
が
ら
、
関
山
式
期
に
入
る
と
、
貝
塚
だ
け
で
な
く
遺
跡
の
分
布
そ
の
も
の
が
空
白

と
な
り
、
貝
塚
は
白
幡
浦
島
ケ
丘
遺
跡
の
土
坑
内
貝
層
以
外
に
見
つ
か
っ
て
い
な
い
。

本
遺
跡
が
形
成
さ
れ
た
黒
浜
式
期
に
入
り
、
湾
口
部
や
湾
奥
部
で
貝
塚
を
含
む
集
落

遺
跡
が
再
び
形
成
さ
れ
始
め
、
続
く
諸
磯
a
・
b
式
期
に
継
続
す
る
茅
ヶ
崎
貝
塚
や

西
ノ
谷
貝
塚
と
い
っ
た
環
状
を
呈
す
る
集
落
も
形
成
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
こ
の
よ

う
に
数
多
く
の
貝
塚
が
形
成
さ
れ
て
い
る
一
方
、
出
土
動
物
遺
体
の
詳
細
な
分
析
や

定
量
的
内
容
が
明
ら
か
と
な
っ
て
い
る
貝
塚
は
断
片
的
で
あ
り
、
当
該
地
域
の
採
貝
・

漁
撈
・
狩
猟
活
動
と
動
物
資
源
利
用
の
考
察
を
行
う
上
で
は
課
題
が
多
く
残
さ
れ
て

い
る
。
本
稿
で
は
、
古
鶴
見
湾
に
お
い
て
遺
跡
数
が
増
加
し
始
め
る
黒
浜
式
期
に
形

成
さ
れ
た
本
遺
跡
の
出
土
貝
類
遺
体
の
分
析
を
行
う
こ
と
で
、
本
遺
跡
周
辺
を
採
貝

第 24図　上台遺跡 1号住居址出土
イタボガキ製貝輪

活
動
領
域
と
し
て
ハ
マ
グ
リ
を
主
体
的
に
採
貝
し
て
い
た
生
業
活
動
の
一
端
と
、
多

様
な
形
態
の
貝
刃
を
中
心
と
す
る
貝
製
品
の
出
土
か
ら
、
食
料
と
し
て
の
利
用
だ
け

で
な
く
道
具
の
材
料
と
し
て
積
極
的
に
利
用
し
て
い
た
貝
類
資
源
利
用
の
あ
り
方
を

明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

本
遺
跡
の
調
査
時
お
よ
び
本
分
析
に
お
い
て
も
貝
類
遺
体
以
外
の
動
物
遺
体
が
確

認
さ
れ
な
か
っ
た
点
は
、
本
遺
跡
に
限
ら
ず
東
京
湾
岸
域
の
当
該
期
住
居
址
内
貝
塚

に
み
ら
れ
る
動
物
遺
体
の
出
土
傾
向
と
し
て
指
摘
さ
れ
て
お
り
（
植
月
・
小
島
二
〇

〇
〇
、
忍
沢
二
〇
〇
一
・
二
〇
〇
三
）、
当
該
期
の
動
物
資
源
利
用
・
廃
棄
行
動
に
関

連
す
る
も
の
と
し
て
注
視
し
た
い
。
本
遺
跡
で
は
貝
製
品
の
ま
と
ま
っ
た
出
土
も
鑑

み
、
単
な
る
食
料
残
滓
の
廃
棄
場
に
と
ど
ま
ら
な
い
可
能
性
も
示
唆
さ
れ
る
。

　

貝
刃
に
つ
い
て
は
近
年
、
製
作
方
法
に
迫
る
詳
細
な
観
察
分
析
（
山
崎
・
黒
住
・
大

城
二
〇
一
四
）、
弓
・
矢
柄
製
作
の
加
工
具
、
赤
色
顔
料
製
作
に
関
連
し
た
可
能
性
の

指
摘
な
ど
（
山
崎
二
〇
一
〇
）、
先
学
に
よ
り
指
摘
さ
れ
て
き
た
製
作
・
機
能
・
用
途

の
時
期
的
・
地
域
的
特
徴
が
詳
細
に
提
示
さ
れ
る
論
考
が
出
さ
れ
て
い
る
。
本
遺
跡

出
土
の
多
様
な
貝
刃
も
そ
の
一
事
例
と
し
て
捉
え
る
こ
と
が
で
き
、
貝
刃
の
材
料
と

し
て
選
択
さ
れ
て
い
る
殻
長
五
〇
〜
六
〇
㎜
台
の
ハ
マ
グ
リ
が
入
手
可
能
で
あ
っ
た

環
境
的
要
因
を
背
景
と
し
て
、
金
子
・
忍
沢
（
一
九
八
六
）
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う

に
、
用
途
の
広
汎
性
と
そ
れ
に
対
応
可
能
な
製
作
加
工
の
簡
便
性
が
相
俟
っ
て
重
要

な
道
具
の
ひ
と
つ
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
て
い
た
と
推
察
さ
れ
る
。
多
様
な
形
態
の

貝
刃
は
様
々
な
機
能
・
用
途
を
持
っ
て
い
た
こ
と
が
想
定
さ
れ
、
石
器
等
の
共
伴
す

る
遺
物
の
検
討
、
本
分
析
で
観
察
さ
れ
た
種
々
の
痕
跡
の
実
験
考
古
学
的
な
検
討
も

今
後
必
要
で
あ
る
。

　

本
遺
跡
出
土
貝
刃
の
あ
り
方
は
、一
遺
跡
か
ら
一
〇
〇
点
以
上
確
認
さ
れ
た
点
、他

遺
跡
で
は
報
告
例
が
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
大
き
な
打
ち
欠
き
に
よ
る
加
工
方
法
に

よ
っ
て
製
作
さ
れ
た
資
料
群
、
有
孔
貝
器
の
出
土
と
い
う
点
に
お
い
て
、
本
遺
跡
か
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ら
近
距
離
に
形
成
さ
れ
た
梶
山
貝
塚
と
共
通
性
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
た
。
一
方
で
、

形
成
さ
れ
た
時
期
の
違
い
、
住
居
址
内
貝
塚
と
斜
面
貝
塚
の
違
い
、
磨
耗
貝
器
を
伴

う
点
に
お
い
て
は
差
異
も
指
摘
さ
れ
る
。

　

本
稿
で
報
告
し
た
内
容
も
含
め
、
縄
文
時
代
の
古
鶴
見
湾
岸
地
域
に
お
け
る
生
業

活
動
と
動
物
資
源
利
用
を
明
ら
か
に
し
て
い
く
に
は
、
当
該
地
域
に
お
け
る
出
土
動

物
遺
体
の
再
検
討
と
定
量
的
内
容
の
集
成
に
努
め
、
採
貝
・
漁
撈
・
狩
猟
活
動
の
あ

り
方
と
動
物
資
源
利
用
の
通
時
的
な
比
較
検
討
、
さ
ら
に
奥
東
京
湾
や
東
京
湾
東
岸

域
と
い
っ
た
近
隣
地
域
と
の
比
較
検
討
も
今
後
の
課
題
と
し
て
残
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
吉
永
）

謝
辞

　

本
稿
を
ま
と
め
る
に
あ
た
り
、
川
口
徳
治
朗
氏
、
黒
住
耐
二
氏
、
平
澤
悠
氏
に
ご

協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
記
し
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
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